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議会は
　何を提言したか

　
小
国
町
議
会
は
、
平
成

30
年
12
月
に
町
民
に
信

頼
さ
れ
た
存
在
感
の
あ
る

議
会
を
築
く
た
め
基
本
姿

勢
と
な
る
「
小
国
町
議
会

基
本
条
例
」
を
制
定
し
て

い
る
。

　
本
条
例
は
、
町
民
に
開

か
れ
た
町
民
参
加
の
推
進
、

的
確
に
町
民
の
意
見
を
把

握
し
、
町
政
の
課
題
に
対

す
る
政
策
提
言
等
を
持
っ

て
町
政
へ
の
反
映
を
推
進

す
る
こ
と
で
町
民
の
福
祉

向
上
の
実
現
を
掲
げ
て
い

る
。
令
和
元
年
に
は
、
町

内
3
地
区
の
地
域
団
体
を

対
象
に
「
町
議
会
議
員
と

語
る
会
」
を
開
催
し
、
地

域
の
現
状
と
組
織
の
課
題

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
意

見
交
換
、
政
策
提
言
に
向

け
た
課
題
の
抽
出
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
。

　
本
議
会
は
、
町
議
会
議

員
と
語
る
会
で
の
地
域
の

意
見
や
町
民
の
意
見
等
を

踏
ま
え
総
合
計
画
基
本
計

画
に
関
す
る
9
項
目
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
と
経
済
再
興
に
向
け

た
4
項
目
に
つ
い
て
政
策

提
言
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
町
長
に
は
、
本
提
言
が

議
会
の
総
意
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
認
識
さ
れ
、
施
策
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
提
言
す

る
も
の
で
あ
る
。

政
策
提
言
に
あ
た
っ
て

政
策
提
言
に
あ
た
っ
て

議員と語る会（南部地区にて）
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本
町
で
は
、
年
間
2
0

0
人
も
の
人
口
が
減
少
し
、

令
和
元
年
の
出
生
者
数
は

24
名
と
少
子
化
が
進
み
、

令
和
2
年
4
月
現
在
の
65

歳
以
上
の
人
口
は
2
9
4

9
人
、
高
齢
化
率
は
、
40
・

4
％
と
県
内
で
3
番
目
の

高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く

も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
は
、
本
町
の
存
続

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

事
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

将
来
に
わ
た
っ
て
町
民
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
担
う
人
材
育
成
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
県
立
小

国
高
等
学
校
の
存
続
が
入

学
生
の
減
少
に
よ
り
厳
し

い
環
境
に
あ
り
、
最
大
限

の
行
政
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
本
町

に
関
心
を
寄
せ
る
外
部
の

人
材
と
の
交
流
や
移
住
・

定
住
を
促
進
し
た
事
業
展

開
が
重
要
と
な
っ
て
来
て

い
る
。

　
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に

提
言
す
る
。

一
�
み
ら
い
を
創
る

子
ど
も
た
ち
の
育
成

　
町
は
、
保
小
中
高
一
貫

事
業
を
継
続
し
教
育
の
環

境
整
備
を
図
る
こ
と
。
特

に
県
立
小
国
高
等
学
校
の

魅
力
づ
く
り
を
助
長
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
小
国
高

校
か
ら
町
づ
く
り
を
牽
引

す
る
人
材
の
輩
出
に
向
け
、

支
援
策
の
拡
充
を
図
る
こ

と

二
�
移
住
・
定
住
に

関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
国
が
進
め
る
働
き
方
改

革
を
踏
ま
え
小
国
ら
し
い

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
地
域
の

受
入
れ
体
制
の
基
盤
を
構

築
し
、
本
町
に
関
心
を
寄

せ
る
町
外
者
の
移
住
・
定

住
に
結
び
つ
く
活
動
・
支

援
に
取
り
組
む
こ
と

三
�
保
育
行
政
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
保
護
者
・
民
間
保
育
園
、

保
育
関
係
機
関
な
ど
と
の

意
見
交
換
、
検
討
組
織
で

の
充
分
な
議
論
を
重
ね
、

少
子
化
の
進
行
に
即
し
た

保
育
の
環
境
づ
く
り
や
児

童
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と

四
�
閉
校
校
舎
の
有

効
活
用
に
つ
い
て

　
町
は
、
地
域
住
民
や
施

設
利
用
を
希
望
す
る
民
間

団
体
等
と
の
意
見
交
換
を

図
り
な
が
ら
、
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
る
閉
校
校

舎
の
活
用
方
針
を
早
急
に

定
め
る
こ
と

白
い
森
の
国
を
担
う﹁
人
﹂づ
く
り

議会政策提言

旧小国小学校

旧伊佐領小学校 旧白沼小中学校

解体・有効活用が
待たれる旧校舎

提
 
言

1
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議会政策提言

　
町
で
は
、
豊
か
な
自
然

と
共
存
す
る
生
活
環
境
を

構
築
し
て
い
く
た
め
に
里

山
や
田
畑
を
適
正
に
保
全

し
続
け
て
い
く
方
策
を
展

開
す
る
と
し
て
い
る
。

　
近
年
、
サ
ル
や
イ
ノ
シ

シ
な
ど
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
等
へ
の
被
害
は
拡

大
し
て
お
り
、
農
家
の
生

産
意
欲
の
減
退
、
農
地
の

荒
廃
へ
と
負
の
連
鎖
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
小
国
町
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
実
施
隊
に
よ
る

有
害
駆
除
や
追
い
上
げ
な

ど
に
よ
り
被
害
防
止
が
図

ら
れ
て
い
る
が
、
本
実
施

隊
の
構
成
員
と
な
る
猟
友

会
会
員
の
高
齢
化
や
会
員

の
確
保
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
生
産
者
自

ら
が
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作

物
を
守
る
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に

提
言
す
る
。

一
�
小
国
町
猟
友
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
小
国
町
猟
友
会
の
狩
猟

技
術
の
向
上
と
会
員
の
確

保
に
対
す
る
支
援
を
講
じ

る
こ
と

二
�
有
害
鳥
獣
防
止

対
策
に
つ
い
て

 
有
害
鳥
獣
防
止
策
で
評

価
の
高
い
電
気
柵
設
置
事

業
に
お
い
て
補
助
枠
の
拡

大
・
補
助
率
の
嵩
上
げ
を

行
い
、
生
産
者
が
安
心
し

て
農
作
物
を
栽
培
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く﹁
環
境
﹂づ
く
り

　
本
町
の
観
光
情
報
の
発

信
拠
点
で
あ
る
「
道
の
駅

白
い
森
」
の
公
園
化
に
向

け
た
施
設
整
備
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森

林
振
興
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。
町
が
進
め

る
「
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ

ラ
ン
ド
構
想
」
の
実
現
に

向
け
、
白
い
森
の
「
稼
ぐ

力
」
や
「
地
域
価
値
」
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
基
盤

づ
く
り
の
強
化
が
重
要
で

あ
る
。

　
一
方
、
本
町
地
区
に
お

い
て
社
会
的
構
造
の
変
化

等
に
伴
い
住
民
相
互
の
連

帯
感
が
希
薄
に
な
り
、
公

民
館
組
織
の
不
存
在
・
機

能
し
て
い
な
い
地
区
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
円
滑
な

地
域
運
営
を
確
立
す
る
た

め
地
区
と
町
に
よ
る
体
制

づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
提

言
す
る
。

一
�
道
の
駅
﹁
白
い

森
お
ぐ
に
﹂
の
賑
わ

い
づ
く
り
に
つ
い
て

　
町
と
指
定
管
理
者
の
連

携
の
も
と
施
設
全
体
の
機

能
を
発
揮
し
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
や
P
R
活
動
な
ど

道
の
駅
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
よ
る
誘
客
の
拡
大
を
図

る
こ
と

二
�
民
有
林
に
お
け

る
森
林
資
源
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財

源
と
し
た
森
林
整
備
等
促

進
基
金
を
有
効
に
活
用
し
、

民
有
林
で
の
高
度
な
技
術

を
活
用
し
た
境
界
明
確
化

事
業
を
展
開
し
、
収
益
性

が
期
待
さ
れ
る
林
地
で
の

伐
採
・
施
業
を
推
進
し
、

森
林
所
有
者
の
所
得
向
上
、

森
林
環
境
の
整
備
を
図
る

こ
と

三
�
地
域
運
営
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
持
続
可
能
な
地
域
の
実

現
に
向
け
て
地
域
共
通
の

運
営
組
織
の
設
立
・
活
性

化
に
対
す
る
行
政
支
援
を

行
い
、
住
民
の
連
携
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と

白
い
森
を
舞
台
と
す
る

活
き
活
き
と
し
た﹁
暮
ら
し
﹂づ
く
り

有害鳥獣駆除（ツキノワグマ）

整備が進む道の駅「花の公園」

提
 
言

2

提
 
言
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議会政策提言

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
町
民
の
生
活
と

経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
当
面
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
根

絶
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
感
染
防
止
策
を

講
じ
な
が
ら
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
に
対
応
し
た

地
域
経
済
と
日
常
生
活
に

向
け
た
新
た
な
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に

提
言
す
る
。

一
�
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
渦
の
収
束
が
不

透
明
な
中
で
、
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
に
応
じ
た
感
染

防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
。

あ
わ
せ
て
、
地
震
・
水
害

な
ど
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
、
避
難

所
開
設
に
際
し
て
は
感
染

症
対
策
の
徹
底
を
図
る
こ

と二
�
情
報
発
信
に
つ

い
て

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
等
の
電
子
媒
体
に

偏
る
こ
と
な
く
、
防
災
無

線
、
チ
ラ
シ
な
ど
様
々
な

媒
体
を
組
み
合
わ
せ
た
情

報
伝
達
の
手
段
を
講
じ
る

こ
と

三
�
経
済
対
策
に
つ

い
て

　
町
は
、
国
に
対
し
地
域

創
生
交
付
金
な
ど
の
継
続

や
増
額
を
要
望
し
、
本
町

に
お
け
る
経
済
再
興
に
向

け
た
支
援
事
業
を
展
開
す

る
こ
と

四
�
教
育
対
策
に
つ

い
て

　
学
校
と
教
育
委
員
会
が

連
携
し
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
」
な
ど
I
C
T
化
を

推
進
し
、
児
童
生
徒
が
コ

ロ
ナ
渦
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
教
育
に
適
応
で
き
る
学

習
環
境
の
整
備
を
図
る
こ

と

　
本
町
の
観
光
情
報
の
発

信
拠
点
で
あ
る
「
道
の
駅

白
い
森
」
の
公
園
化
に
向

け
た
施
設
整
備
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森

林
振
興
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。
町
が
進
め

る
「
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ

ラ
ン
ド
構
想
」
の
実
現
に

向
け
、
白
い
森
の
「
稼
ぐ

力
」
や
「
地
域
価
値
」
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
基
盤

づ
く
り
の
強
化
が
重
要
で

あ
る
。

　
一
方
、
本
町
地
区
に
お

い
て
社
会
的
構
造
の
変
化

等
に
伴
い
住
民
相
互
の
連

帯
感
が
希
薄
に
な
り
、
公

民
館
組
織
の
不
存
在
・
機

能
し
て
い
な
い
地
区
が
顕

在
化
し
て
い
る
。
円
滑
な

地
域
運
営
を
確
立
す
る
た

め
地
区
と
町
に
よ
る
体
制

づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
提

言
す
る
。

一
�
道
の
駅
﹁
白
い

森
お
ぐ
に
﹂
の
賑
わ

い
づ
く
り
に
つ
い
て

　
町
と
指
定
管
理
者
の
連

携
の
も
と
施
設
全
体
の
機

能
を
発
揮
し
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
や
P
R
活
動
な
ど

道
の
駅
の
賑
わ
い
づ
く
り

に
よ
る
誘
客
の
拡
大
を
図

る
こ
と

二
�
民
有
林
に
お
け

る
森
林
資
源
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
財

源
と
し
た
森
林
整
備
等
促

進
基
金
を
有
効
に
活
用
し
、

民
有
林
で
の
高
度
な
技
術

を
活
用
し
た
境
界
明
確
化

事
業
を
展
開
し
、
収
益
性

が
期
待
さ
れ
る
林
地
で
の

伐
採
・
施
業
を
推
進
し
、

森
林
所
有
者
の
所
得
向
上
、

森
林
環
境
の
整
備
を
図
る

こ
と

三
�
地
域
運
営
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
持
続
可
能
な
地
域
の
実

現
に
向
け
て
地
域
共
通
の

運
営
組
織
の
設
立
・
活
性

化
に
対
す
る
行
政
支
援
を

行
い
、
住
民
の
連
携
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と

増岡地区自主防災組織の訓練

森林整備

感染防止の要　小国町立病院

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
策
と

経
済
対
策
に
つ
い
て

提
 
言
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03万4千円を可決03万4千円を可決
6477万8千円に6477万8千円に

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
3
日
か
ら
9
日
の
7
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
老
人

保
健
施
設
事
業
会
計
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
設
定
及
び
制
定
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
副
町
長
人
事

な
ど
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
4
名
の
議
員
が
町
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

◆一般会計補正予算の主な内容◆

令和2年

12月定例会12月定例会
12月3日●～9日●木 水

テレワーク環境整備費※
タクシー事業維持対策交付金※
移住者向け支援事業
若者定着奨学金返還支援負担金
老人保健施設事業会計への負担金※
新生児子育て特別応援金※
難聴児補聴器購入助成
認定こども園給付費等
児童手当負金担返納金
中央児童室感染症対策用品購入費の組替
健康管理センター感染防止対策機器導入※
高齢者予防接種助成※
病院事業特別会計への負担金※
がんばる学生応援事業※
感染症対策利子補給等基金積立金※
除雪機械修繕費
除雪ドーザ購入費差額の減額
スクールバス修繕費
町立小中学校暖房機等修繕
白い森芸術ふれあい事業交付金の減額
農林業施設災害復旧事業費の減額
町道小坂町朝篠線大沢橋災害復旧工事
大沢橋災害復旧工事物件移転補償費

………………………328万円
…………………50万円

………………………………53万円
…………………63万円

………1,500万円
……………………280万円

……………………………16万円
………………………1,302万円
…………………………360万円

…154万円
……………………………19万円

……………1億201万円
………………………150万円

………4,500万円
…………………………………100万円

……………▲1,803万円
………………………………37万円

………………………86万円
………▲60万円

………▲1,060万円
………255万円
…………935万円

コロナ対策第7弾（※表示）

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

商 工 費

土 木 費

教 育 費

災害復旧費
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一般会計補正予算総額1億74一般会計補正予算総額1億74
一般会計予算総額は77億一般会計予算総額は77億
◇特別会計補正予算の主な内容◇ ◆企業会計補正予算の主な内容◆
国民健康保険事業特別会計
　療養給付費の増額
　県交付金返納金
訪問介護特別会計
　介護保険システム改修
　介護サービス負担金の組替え
後期高齢者医療特別会計
　後期高齢者医療システム改修

　…………2,600万円
……………5,000万円

　
………136万円

…50万円

病院事業会計
　保険証マイナンバー利用システム改修

　感染症対策物品購入費の組替え

水道事業会計
　水道配管漏水工事費

老人保健施設事業会計
　減益に対しての一般会計からの繰入金

…401万円

　

………………225万円

…1,500万円

◆条例の設定・制定
●小国町新型コロナウイルス感染症対
策利子補給等基金条例の設定

●小国町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定

●小国町国民宿舎条例の一部を改正す
る条例の制定

◇公の施設指定管理者の指定
　●公の施設26施設における指定管理者の指定
◇地方債補正
　●災害復旧事業債
　　限度額を1610万円から1930万円へ
　●臨時財政対策債
　　限度額を1億7000万円から1億2820万円へ

◇人　　事
　●副町長　　　　阿部　英明　氏（新任）任期：令和3年1月1日～令和6年12月31日
　●人権擁護委員　渡部八重子　氏（新任）小国町大字叶水在住

◇陳情及び要望
　●令和2年度　建設振興策に関する要望
　　地域経済を支えている会員企業が健全で安定した経営ができる環境整備についての要望
　　一般社団法人　山形県建設業協会　会長　澁谷　忠昌
　　一般社団法人　西置賜建設業協会　会長　那須　　正

　●令和3年度　理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い
　　観察・実験機器の不足解消のため、理科教育設備整備予算措置を要望
　　公益社団法人　日本理科教育振興協会　会長　大久保　昇

　●安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書の
　　提出について
　　国民が安心して暮らせる社会の実現のため、国に意見書の提出を求める陳情
　　山形県医療労働組合連合会　執行委員長　渡辺　勇仁



8小国町ぎかいだより■JANUARY.2021

◆11月 31日に臨時会が開催され「小国町一般職の給与に関する条
例等の一部を改正する条例の設定」が提案され議決しました。
（注）国家公務員の給与改定に準じた一般職の職員の期末手当及び特
別職の職員の期末手当を0.05か月分の減額改定をする内容になります。

◆12月9日の本会議で「誹謗中傷をなくし共に支えあうことにより
新型コロナウィルス感染症の克服を目指す決議」が議員発議され全員
一致で決議されました。
　新型コロナウイルス感染症は、気づかないうちに感染する可能性が
あります。今、私たちが行うべきは、感染防止の徹底であって誹謗中
傷することではありません。医療・福祉従事者をはじめ多くの方々が
困難な状況の中で頑張っています。今こそ、私たち一人ひとりが、共
に支え合うことが何よりも大切なことです。皆で、この困難を乗り越
えてまいりましょう。
※全文は小国町議会ホームページに掲載

小
国
町
議
会
議
長

　

野

健

人

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
初
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
に
よ
り
、

本
町
に
お
い
て
も
町
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
感
染
拡
大
の
防
止
と
社
会
経
済
活

動
の
両
立
を
図
っ
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
刻

も
早
い
収
束
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

 
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
一
層
、
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
必
要
な
政
策
の
提
言
と
実
現
に
向
け
た
行
動
に
よ
り
、

町
政
の
発
展
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
町
民
皆
様
方

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
で
あ
る
「
丑
年（
う
し
ど
し
）」
は
、
子
年
の

繁
栄
を
土
台
に
一
歩
一
歩
着
実
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

な
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
っ
て
、
新
た
な
一
年
が
幸
多
い
年
に
な
る
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議員発議

第10回臨時会
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町
の
考
え
を
問
う

一般質問

一般質問とは

検  索小国町議会

間宮　尚江議員
●獣害対策の強化について

10ページ

今　康成議員
●「保小中高一貫教育」と「公
共私」の関連について

11ページ

小林　嘉議員
●「新・総合文化センター」
の建設と運営について

13ページ

渡邊　重信議員
●小国町における保育行政
の在り方について

12ページ

　12月定例会では、4人の議員が一般質問を行い
議論を展開しました。
　質問と答弁を要約した内容は10ページから13
ページです。
　なお全文記録・録画は小国町議会ホームページを
ご覧ください。

議員が町長などの執行機関に対し行財政全般にわたり、事務の

執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問をただすこと、

あるいは報告や説明を求めることを言います。

本町議会の質問時間は、1人60分以内で、答弁時間を含みます。



●
総
合
的
な
獣
害
対
策
を

間
宮
　
獣
害
に
よ
る
近
年

の
被
害
は
、
農
業
や
林
業

の
み
な
ら
ず
人
間
の
生
命

の
危
機
を
脅
か
す
存
在
と

し
て
注
視
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
や
有
害
鳥
獣
の
生
息
域

の
拡
大
、
生
活
環
境
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る
。
か
つ

て
獣
害
対
策
の
A
I
化
の

導
入
を
期
待
し
た
が
そ
の

後
の
経
緯
と
農
林
水
産
省

の
掲
げ
る
「
誘
引
除
去
・

予
防
・
捕
獲
」
の
3
原
則

に
基
づ
く
町
民
生
活
の
安

全
安
心
を
保
障
す
る
も
の

と
し
て
町
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

5
つ
の
基
本
的
な
対
策
を

町
長
　
猟
友
会
の
協
力
の

も
と
被
害
防
止
対
策
の
実

効
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

A
I
化
は
費
用
対
効
果
の

視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
町
で
は

1
、
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な

い
環
境
対
策
。

2
、
餌
場
を
な
く
す
取
り

組
み
。

3
、
囲
い
で
防
御
す
る
。

4
、
実
施
部
隊
の
知
識
と

技
術
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
。

5
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
む
。

以
上
を
基
本
的
な
対
策
と

し
て
い
る
。

電
気
柵
の
有
り
か
た
は

間
宮
　
6
年
で
39
件
延
長

で
9
3
9
1
メ
ー
ト
ル
の

支
援
を
し
た
が
そ
の
成
果

か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
。

地
域
あ
げ
て
の
対
策
を

産
業
振
興
課
長
　
獣
害
対

策
を
進
め
た
い
地
域
の
要

望
を
加
味
し
実
証
し
て
い

き
た
い
。

I
C
T
・
I
o
T
の
活
用
を

間
宮
　
存
在
、
近
接
、
通

過
の
検
知
を
的
確
に
情
報

収
集
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

自
然
界
は
非
常
に
進
ん
だ

状
態
に
あ
り
対
応
を
補
う

も
の
と
し
て
I
o
T
の
活

用
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　
複
合
的
な
対
策
と

研
究
を
調
べ
て
い
く
。

生
態
の
研
究
を

間
宮
　
農
作
物
野
生
鳥
獣
被

害
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
鳥

獣
保
護
管
理
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

鳥
獣
保
護
管
理
捕
獲
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
っ
た

資
格
取
得
で
生
態
、
生
息

数
を
研
究
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。
賢
明
な
対

応
で
命
に
関
わ
る
事
案
を

防
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
複
合
的
な
対
策
と

研
究
を
し
て
い
く
。

間
宮
　
豊
か
な
地
域
資
源

と
共
生
す
る
自
然
環
境
の

中
で
町
民
が
安
心
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
望
む
。

捕獲された猪

獣害対策強化における
　　　　　　ICT・IoT活用を
（情報通信技術・人とモノを結ぶインターネット）

一 般 質 問一 般 質 問

間 宮 尚 江 議員
ま みや ひさ え

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

産
業
振
興
課
長

町
長

町
長

町
長
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特
別
支
援
教
育
の
必
要
性

が
強
ま
っ
て
い
る

今
　
　
教
育
現
場
に
お
い

て
特
別
支
援
教
育
の
必
要

性
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
家

庭
が
求
め
る
も
の
に
応
え
、

子
供
た
ち
に
十
分
で
惜
し

み
な
い
体
制
を
と
る
政
策

を
望
む
。

　
町
長
の
現
状
認
識
は
。

必
要
な
支
援
は
惜
し
ま
な
い

町
長
　
「
保
小
中
高
一
貫

教
育
」
は
、
幼
児
期
か
ら

発
育
段
階
に
応
じ
た
学
び

の
機
会
を
実
現
す
る
こ
と

だ
。

　
さ
ら
に
地
域
社
会
が
連

携
・
協
力
し
て
町
民
総
掛

か
り
の
教
育
展
開
を
し
て

い
く
。

　
一
貫
教
育
構
想
の
中
に

特
別
支
援
教
育
を
重
要
な

柱
と
位
置
づ
け
、
小
国
町

特
別
支
援
教
育
推
進
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
早
期
か

ら
の
子
供
の
自
立
を
目
指

し
て
い
る
。

　
必
要
な
支
援
は
惜
し
ま

な
い
覚
悟
だ
。

教
育
長
　
小
国
町
に
お
け

る
特
別
支
援
教
育
と
は
、

こ
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
す

べ
て
の
教
育
の
場
で
行
わ

れ
る
指
導
・
支
援
と
と
ら

え
て
い
る
。

　
昨
年
度
は
「
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
整
備
事
業
」

の
県
教
育
委
員
会
モ
デ
ル

事
業
の
指
定
を
頂
き
議
論

も
深
ま
り
支
援
体
制
に
成

果
が
見
え
て
来
た
。

今
　
　
校
内
で
の
人
員
配

置
だ
け
で
不
足
が
生
じ
れ

ば
外
部
人
材
の
確
保
が
必

要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
各
校
に
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
、
校
種
間
の

連
携
を
し
て
い
る
。

　
町
単
独
で
教
育
相
談
員
、

学
習
支
援
員
を
配
置
し
必

要
な
児
童
生
徒
に
対
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
必
要
に
応
じ
保
護
者
と

の
面
談
の
機
会
を
設
け
、

可
能
な
限
り
の
て
い
ね
い

な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

今
　
　
専
門
の
医
療
機
関

の
利
用
を
必
要
と
す
る
家

庭
も
あ
る
。
対
応
は
。

教
育
長
　
障
害
の
あ
る
子

ど
も
と
障
が
い
の
な
い
子

ど
も
が
共
に
教
育
を
受
け

る
こ
と
で
共
生
社
会
を
実

現
す
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
」
の
考
え
方
が
あ
る
。

　
医
療
的
な
診
断
を
受
け

た
う
え
で
意
見
交
換
と
専

門
的
な
教
育
相
談
を
保
護

者
と
教
育
委
員
会
で
行
い

具
体
的
な
就
学
先
を
決
定

し
て
い
る
。

一 般 質 問一 般 質 問

子どもたちへ充実した支援を（イメージ）

今 　 康 成 議員
こん やす なり

特別支援教育の充実で
　　　　保護者の負担軽減を

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

今

今

今

11 小国町ぎかいだより■JANUARY.2021



お
ぐ
に
保
育
園
閉
園
に
つ

い
て
保
護
者
と
の
対
話
を

大
切
に
す
べ
き

　渡
邊
　
お
ぐ
に
保
育
園
の

閉
園
に
つ
い
て
10
月
28
日

議
会
、
そ
し
て
同
日
お
ぐ

に
保
育
園
の
保
護
者
に
説

明
が
な
さ
れ
た
が
、
保
護

者
会
と
し
て
納
得
が
得
ら

れ
て
お
ら
ず
、
町
長
に
対

し
て
存
続
を
求
め
る
要
望

も
出
さ
れ
た
。
以
上
の
経

緯
を
踏
ま
え

1
、
今
後
の
保
育
行
政
の
考

え
方
に
変
更
は
あ
る
の
か
。

2
、
保
護
者
と
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
議
論
を
し
て

き
た
の
か
。
町
長
か
ら
の

指
示
は
。

3
、
現
場
で
働
い
て
い
る

保
育
士
の
処
遇
に
つ
い
て

閉
園
を
進
め
る
う
え
で
現

状
を
説
明
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
は
申
し
訳
な
い

町
長
　
閉
園
の
背
景
と
し

て
�
子
ど
も
の
出
生
数
が

急
激
に
減
っ
た
。
�
民
間

の
経
営
が
困
難
に
な
っ
た
。

�
施
設
の
老
朽
化
が
あ
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て1
、
保
育
行
政
の
在
り
方

に
変
更
は
な
い

2
、
保
護
者
会
へ
の
説
明

は
平
成
30
年
11
月
以
降
行

っ
て
い
な
い
。
指
示
が
明

確
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。

3
、
引
き
続
き
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
学
童
保
育

の
継
続
。
民
間
保
育
園
の

需
要
増
で
保
育
士
の
確
保

が
必
要
と
考
え
る
。

　
保
育
士
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

渡
邊
　
保
育
士
の
処
遇
に

つ
い
て
具
体
的
な
方
策
が

出
て
い
な
い
。

閉
園
を
決
定
し
早
急
に
進

め
る

町
長
　
労
働
組
合
か
ら
も

し
っ
か
り
対
応
す
る
よ
う

に
言
わ
れ
て
い
る
。

　
現
況
の
施
設
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
含
め
て
検
討

し
て
い
く
た
め
に
も
、
早

急
に
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

結
論
も
求
め
る
期
間
が
短

す
ぎ
る

渡
邊
　
10
月
28
日
の
説
明

か
ら
結
論
を
出
す
ま
で
あ

ま
り
に
も
短
期
間
で
は
な

い
か
。

早
急
に
決
断
し
た
い

町
長
　
話
し
合
い
を
続
け

て
行
く
。

渡
邊
　
今
の
保
護
者
の
気

持
ち
を
汲
ん
だ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
変
更
は
あ
り
得
な

い
か
。

町
長
　
話
し
合
い
の
中
で

決
め
て
い
く
が
計
画
通
り

進
め
て
行
き
た
い
。

渡
邊
　
親
子
で
住
め
る
街

づ
く
り
の
た
め
に
も
町
民

に
し
っ
か
り
と
説
明
責
任

と
間
違
っ
た
判
断
を
し
な

い
で
い
た
だ
き
た
い
。

保育行政の在り方が問われている

熱心な議論が継続している

閉園の決定は時期尚早
保護者とのしっかりした対話を望む！

一 般 質 問一 般 質 問

渡
邊

渡
邊

渡
邊

渡
邊

渡
邊

町
長

町
長

町
長

町
長

12小国町ぎかいだより■JANUARY.2021
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次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
は

小
林
　
公
約
す
る
に
あ
た

っ
て
、
住
民
参
画
の
仕
組

み
と
町
民
へ
の
説
明
機
会

は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

い
る
の
か
。

町
民
各
層
の
意
見
を
反
映

町
長
　
「
お
ぐ
に
の
未
来

を
考
え
る
会
議
」
を
構
成

替
え
し
て
町
民
の
意
見
反

映
に
心
掛
け
て
き
た
。
今

後
、
詳
細
測
量
や
地
質
調

査
、
実
施
設
計
に
取
り
組

む
段
階
で
も
、
広
く
町
民

各
層
の
声
に
耳
を
傾
け
取

り
組
む
。

　
温
泉
施
設
は
既
存
の
源

泉
を
活
用
し
、
別
の
角
度

か
ら
整
備
検
討
を
進
め
る
。

建
設
資
金
確
保
と
町
財
政

小
林
　
大
型
投
資
の
建
設

資
金
確
保
や
、
建
設
後
の

町
財
政
運
営
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

後
年
負
担
を
見
定
め
た
計

画
を
策
定
運
用
す
る

町
長
　
「
地
域
再
生
計
画
」

の
策
定
を
進
め
「
地
方
創

生
拠
点
整
備
交
付
金
」
の

活
用
を
考
え
て
い
る
。

　
自
立
性
、
官
民
協
働
、

政
策
間
連
携
な
ど
の
先
導

的
な
役
割
や
、
施
設
運
営

や
維
持
管
理
を
含
め
た
財

政
面
で
の
自
立
性
も
求
め

ら
れ
、
後
年
負
担
を
見
定

め
た
計
画
策
定
を
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
「
林
業
・
木

材
産
業
成
長
産
業
化
促
進

対
策
交
付
金
」
等
の
活
用

に
加
え
、
過
疎
債
や
防
災

対
策
関
連
の
地
方
債
活
用

も
検
討
す
る
。

中
央
施
設
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
わ
り
は

小
林
　
町
全
体
の
中
核
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し

て
各
地
域
と
の
関
わ
り
方

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

中
心
的
役
割
を
担
わ
せ
、

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
活
動
拠
点
と
す
る

町
長
　
既
存
の
集
会
室
や

図
書
室
等
の
機
能
に
加
え
、

町
民
の
集
い
交
流
が
で
き

る
場
が
必
要
と
の
町
民
の

意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　
少
子
高
齢
社
会
に
突
入

し
た
今
、
地
域
社
会
の
環

境
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。

「
新
・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
」

に
は
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
的
役
割

を
担
わ
せ
、
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
拠
点

と
し
て
、
地
域
文
化
の
継
承
、

創
造
、
発
信
の
場
と
な
る
、

複
合
的
な
機
能
を
組
み
込

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問一 般 質 問

現おぐに開発総合センター

小 林 　 嘉 議員
こ ばやし よしみ

「新・総合文化センター」の
建設と運営について

町
長

町
長

町
長

小
林

小
林

小
林
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活動報告活動報告
小
国
町
・
関
川
村
議
会
議
員
交
流
会

小
国
町
・
関
川
村
議
会
議
員
交
流
会

●
期
　
日
　
令
和
2
年
10
月
8
日

●
会
　
場
　
小
国
町
役
場

●
講
　
師
　
　
橋
　
信
博
氏

　
　
　
　
　
　
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
農
村
計
画
課
長

●
内
　
容
「
超
現
実
的
な
地
域
づ
く
り
講
」

　
　
　
　
　
　
〜
地
域
創
生
を
ま
ち
む
ら
の
視
点
で
考
え
る
〜

　　
県
内
外
・
全
国
各
地
で
1
0
0

0
件
以
上
の
地
域
づ
く
り
に
携
わ

っ
て
き
た
事
例
や
都
市
も
農
村
も

関
係
な
く
悩
み
を
抱
え
る
現
状
等

を
分
か
り
や
す
く
実
体
験
を
交
え

な
が
ら
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

●
期
　
日
　
令
和
2
年
10
月
20
日

●
会
　
場
　
高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル
・
ま
ほ
ら

●
講
師
�
　
鍵
屋
　
一
氏

　
　
　
　
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
教
授

●
内
　
容
　「
災
害
対
策
に
お
け
る
地
方
議
会
・
議
員
の
役
割
」

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
避
難
生
活
様
式
や
、
命
を
守
る
防
災
の
コ

ツ
、
災
害
発
生
時
の
初
動
が
大
事
な
ど
の
話
を
伺
っ
た
。

●
講
師
�
　
加
藤
　
清
隆
氏
　
政
治
評
論
家
　

●
内
　
容
　「
今
後
の
政
局
の
行
方
」

　
国
内
の
政
局
や
海
外
の
政
局
等
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
激
辛
コ
メ
ン

ト
で
経
済
や
国
際
情
勢
ま
で
の
話
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。

令
和
2
年
度
町
村
議
会
議
員
研
修
会

令
和
2
年
度
町
村
議
会
議
員
研
修
会
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委員会委員会
第
37
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会

第
37
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会

●
期
　
日
　
令
和
2
年
11
月
5
日

●
会
　
場
　
山
形
市
　
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

●
講
　
師
　
長
岡
　
光
弘
氏
　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

●
内
　
容
　「
議
会
広
報
紙
の
制
作
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

　
講
演
を
伺
っ
た
後
、
14
町
議
会
の
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行

っ
た
。

　「
小
国
町
議
会
だ
よ
り
」
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
お
願
い
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

令
和
2
年
度
置
賜
地
方
町
村
議
会

議
長
会
議
員
研
修
会

令
和
2
年
度
置
賜
地
方
町
村
議
会

議
長
会
議
員
研
修
会

●
期
　
日
　
令
和
2
年
12
月
1
日

●
会
　
場
　
飯
豊
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
〜
す
」

●
講
　
師
　
山
田
　
敬
子
氏

　
　
　
　
　
置
賜
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
医
療
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
　
置
賜
保
健
所
長
　

●
内
　
容
　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
対
す
る
認
識
と
し
て
マ
ス
ク
着
用

と
換
気
の
重
要
性
を
再
度
確
認
し
、
差
別
・
デ
マ
対
策
が
重
要
で

あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。



 
 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

渡
邉
　
創
一

（株）
小
国
町
地
域
総
合
商
社

　
代
表
取
締
役
社
長

出
身
地
　

　
新
潟
県
三
条
市

　
緑
町
在
住

趣
味
　
リ
モ
ー
ト
子
育

　
バ
イ
ク
　
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ

ン
グ
な
ど
趣
味
多
様

重
信
　
令
和
3
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
総
合
商
社

と
し
て
ど
の
様
な
展
開
を

考
え
て
い
ま
す
か
？
 

創
一
　
総
合
商
社
と
し
て
3

本
の
柱
を
定
め
ま
す
。

重
信
　
そ
れ
は
何
で
す
か
。

創
一
　
一
つ
目
は
「
ま
る
ご

と
推
進
体
制
の
構
築
」
で

す
。

　
 
町
内
外
の
事
業
者
と
の

連
携
強
化
、
機
能
役
割
分

担
を
推
進
す
る
た
め
の
し

く
み
作
り
を
民
間
レ
ベ
ル

で
進
め
ま
す
。
生
産
者
等

が
生
産
に
特
化
で
き
る
体

制
の
構
築
や
白
い
森
お
ぐ

に
の
認
知
度
向
上
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
二
つ
目
は
「
地
域
資
源

の
磨
き
上
げ
と
販
路
拡
大
」

で
す
。
町
内
で
生
産
さ
れ

る
農
林
水
産
物
の
中
か
ら
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
地
域

資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
、
開
発
を
行
い
販
路
を

拡
大
し
ま
す
。

　
　
三
つ
目
は
「
観
光
、
交

流
人
口
の
拡
大
」
で
す
。

単
体
で
の
営
業
活
動
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
各
観
光

施
設
等
に
つ
い
て
、
農
泊

事
業
や
外
部
ブ
ラ
ン
ド
等

を
活
用
し
た
魅
力
度
向
上

策
を
展
開
し
な
が
ら
、
情

報
発
信
や
受
け
入
れ
ツ
ア

ー
を
推
進
し
ま
す
。

重
信
　
な
る
ほ
ど
。
具
体
的

に
は
。

創
一
　
は
い
。
令
和
3
年
は

次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
す
。

　
　
一
つ
目
に
つ
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
が
互
い
に

足
り
な
い
経
営
資
源
を
補

い
な
が
ら
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
く
仕
組

み
を
作
り
ま
す
。

　
　
二
つ
目
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
新

潟
と
仙
台
に
設
置
す
る
予

定
で
す
。

　
　
三
つ
目
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込

ん
で
の
地
域
D
M
O
事

業
（
地
域
と
協
同
し
た
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
）
の

確
立
で
す
。

重
信
　
地
域
の
若
者
た
ち
と

の
勉
強
会
は
、
そ
の
為
だ

っ
た
の
で
す
ね
。

創
一
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
が

「
わ
た
な
べ
塾
」
で
す
。
小

国
町
の
若
者
た
ち
と
ビ
ジ

ョ
ン
を
明
確
に
し
ま
す
。

ゴ
ー
ル
か
ら
逆
算
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
目

標
地
点
、
す
な
わ
ち
、
マ

イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
明
確
に

し
て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
落

し
こ
ん
で
い
き
ま
す
。

重
信
　
応
援
し
て
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

重
信

重
信

重
信

重
信

重
信

創
一

創
一

創
一

創
一

議論をかわす「わたなべ塾」

小
国
町
議
会
だ
よ
り
 
令
和
3
年
1
月
1
5
日
発
行
 
 
発
行
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昨
年
は
少
雪
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
、
大
雨
災
害
と
自

然
界
の
異
変
に
振
り
回
さ
れ
た
年

で
し
た
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

 
そ
の
中
に
お
い
て
も
自
分
の
目

標
を
持
ち
、
生
活
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
家
族
を
中
心
と
し
た
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
い

ざ
と
い
っ
た
と
き
に
助
け
合
え
る

備
え
が
必
要
で
す
。

　
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
と
協
力

体
制
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
く
（株）

小
国
町
地
域
総
合
商
社
に
期
待
し
、

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。伊藤

（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
　
野
　
健
人

広
聴
広
報
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長
　
小
関
　
和
好

副
委
員
長
　
伊
藤
　
弘
行

　
　
委
　
　
員
　
渡
邊
　
重
信

　
　
　
　
　
柴
田
　
伸
也

　
　
　
　
　
間
宮
　
尚
江

　
　
　
　
　
小
林
　
　
嘉

朝
か
ら
水
風
呂

　
　
入
っ
て
ま
す
！

小
国
町
で

　
頑
張
っ
て
い
ま
す


